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Tin Mining Enterprises により統括されている｡ これらは三つの分局,すなわち Bangka,
Billitonおよび Singkepの各局に分かれ,その中で Bangkaが最大で60%の生産をにぎり,








徴鏡的な dimensionにおいては決して単純な均一柏から形成されるものでな く,多 くの鉱石が




表 1 ス ズ 精 鉱 の 生 産 (トン)







1940-1944* E 2610 42700
1945-1949* 1660 27700
1950-1954* 3360 57900
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表 2 鉱





































物 の 採 取 場 所


































































鉱石試料は Trengganu州,Kemaman産のもので一般に Kemaman付近のものは含 タンタ
ル,ニオブ量が多いといわれているが筆者の実験では逆の結果がえられている｡事実 Kemaman
産の スズ精鉱の 分析例として, 酸化タンタルニオブ合量 0.15% が認め られる｡特に 顕著に
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図 4 蛍 光 Ⅹ 線 分 析 結 果
見出された ものとしては,Slim River,Ipoh東部のものがあり,Perak州南部の スズ精鉱中
にはタンタル石,コロンブ石が比較的多く含まれる｡Taiping付近のものはわれわれの入手し
た試料においてはコロンブ石は多 く見出されていない｡つぎに ジルコニウムは,KualaLum-
pur東南方の Cheras付近のもの,同じくKajang付近の試料,および Perak州 BatuGaja
付近の試料,Gambang付近のものに多いようであるが,一般的に アマン樟中にはジルコン砂
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として含まれている｡





















ズ石 ;(2C)スズ石,-マタイ ト,イルメナイ L,(2M)スズ石,(2T)スズ石 ;(3C)ス
ズ石,金紅石,コロンブ石,(3M)スズ石, 金紅石,(3T)スズ石 ;(4C)イルメナイ ト,
スズ石,(4M)スズ石, モナズ石,(4T)スズ石 ;(5C)イルメナイ ト, スズ石,(5M)




ズ石,イルメナイ ト,ゼノタイム,(llM)スズ石,モナズ石,(llT) スズ石 ;(12M) スズ
石,金紅石, モナズ石, ゼノタイム,(12T)スズ石 ;(13C)スズ石, 鉄マンガン重石,
(13M)スズ石,(13T)スズ石 ;(14C)スズ石,イル メナイ ト,ゼノタイム,(14M)スズ
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石,モナズ石,ゼノタイム,(14T)スズ石,ジルコン;(15C)スズ石,マグネタイ ト,ゼノ
タイム,(15M)スズ石,ゼノタイム,(15T)スズ石 ;(16C)イルメナイ ト,(16M)スズ石,
イルメナイ ト,ゼノタイム,(16T)ジルコン,スズ石 ;(17C)イルメナイ ト,鉄マンガン重
石,(17M)スズ石,モナズ石,(17T)スズ石,石英,ジルコン;(18C)マグネタイ ト,イル
メナイ ト,コロンブ石,(18M)スズ石,(18T) スズ石,石英,ジルコン;(19C) イルメナ
イ ト,コロンブ石,スズ石,(19M)スズ石,(19T) スズ石,石英,ジルコン ;(20C) イル
メナイ ト,ゼノタイム,スズ石,(20M)コロンブ石,ゼノタイム,スズ石,(20T)スズ石,
ゼノタイム,ジルコン;(21C) イルメナイ ト,ザクロ石,(21M) 金紅石,コロンブ右,スズ










Ⅴ お わ り に
この稿では,マレ-シアのスズ石,イルメナイ トに随伴するアマン涯について,希土類元素
を中心に検討をこころみた.先にも記 したように原鉱石が非常に不均一であり,また選鉱所の
技術,設備がそれぞれ異なっているのでこの結果からマレーシアのアマン淳を論ずるにはもち
ろん充分ではない｡ただ筆者は今まであまり検討されていなかったアマン樺について,その冶
金学的な処理方法-の一つの手がかりとしてこの調査,収集,検討をこころみた｡
今後 このような複雑なアマン淳の工業的価値を評価するためにいかなる方法によるべきなの
か,またいかなる実験の進め方が錯綜 した因子をときほ ぐすのに必要であるかが考えられねば
ならない｡
この小稿を終えるにあたり当実験の遂行に御指導を賜わりました工学部滝本教授,港助教授
に厚 く御礼申し上げます｡また現地での収集に多大の御援助をいただいた0.T.S.の各位,さら
に選鉱その他に御便宜を与えて下さった石原産業(樵)中央研究所に衷心より御礼申し上げます｡
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